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特集＞＞＞　空港と港湾

油圧ショベル型港湾荷役専用機械における作業効率向上
マテリアルハンドリング機TL1100-3

杉　山　和　幸

港湾の荷役作業は，世界的な交易量の増加に伴い，その作業効率の向上，コストの縮減，および安全性
の向上を強くもとめてられている。マテリアルハンドリング機 TL1100-3 は，ベースマシンである油圧ショ
ベルのもつ高い作業性と操作性の特長を生かし，従来の移動式クレーンと比較し，作業効率，コストパ
フォーマンス，及び安全性の向上を実現した。

本稿ではマテリアルハンドリング機 TL1100-3 について報告する。
キーワード：マテリアルハンドリング，港湾荷役，ばら物荷役，木材荷役，スクラップ荷役，作業効率向上

1．はじめに

近年，アジアをはじめ世界の交易量が増加する中，
中小港湾における荷役設備，作業の高能率化は急務と
なっている。港湾の荷役作業は，多様な貨物の種類や
昼夜を問わない稼動など過酷な条件を強いられる。現
在，港湾の荷役機械は，その目的，役割に応じたコン
テナクレーン，アンローダ，レール式クレーンなど専
用の大型設備機械が主である。そのため，物流の増減
に対応した即応性，生産性，投資効率性など，さらに
専用熟練オペレータの育成等の課題を抱えている。

これらの課題を解決するため，建設機械の経験を生
かし，大型油圧ショベルをベースマシンとしたマテリ
アルハンドリング機が開発された。

TL1100-3 は積載量 3,000 ～ 5,000 t 級船舶に対応し
ており，鉱石，木材，金属スクラップの荷揚げ等に使
用する。油圧ショベルが元来持つ運転のし易さやス
ムーズでスピーディな動きによる効率的な新しい荷役
機械として注目されている。

以下，大型油圧ショベル ZAXIS シリーズ 3 型を
ベースとして開発されたマテリアルハンドリング機
TL1100-3 の仕様，特長について，その概要を報告す
る。写真─ 1 は船内の金属スクラップを荷揚げ中の
TL1100-3 である。

2．マテリアルハンドリング機開発のねらい

ハイポスト式マテリアルハンドリング機の開発にあ
たっては，油圧ショベルとクローラクレーンを製造し

ているメリットを最大限に生かし，港湾荷役，製材，
スクラップ，解体等の業種・作業をターゲットとした。

具体的には，以下の方針で開発が進められた。
①�競合する従来のクレーン式に比べてコストパ

フォーマンスの高い，かつ短納期のものとする。
②�作業範囲は積載量 5,000 t 級船舶の荷揚げを可能

とする。
③�ハイポスト，リフトキャブを採用して視界を確保

する。
④�クレーン式との比較を意識した操作，作業性を考

えたオペレータ本意の設計とする。
⑤オペレータの安全性に配慮する。
⑥�設備機械としての安全性，メンテナンス性を十分

写真─ 1　マテリアルハンドリング機 TL1100-3
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精査する。
⑦�扱い物は鉱石，木材，金属スクラップ等を対象と

する。用途別にアタッチメントを準備し，交換性
を考慮する。

3．構造および特長

表─ 1 に TL1100-3 の主な仕様，図─ 1 にマグネッ
ト仕様とグラップルバケット仕様の作業範囲図を示す
とともに，以下にその構造と特長を示す。

（1）スピーディで効率の良いハンドリング作業
上部旋回体は 85 t 級の大型油圧ショベル（運転質

量 80.5 t）をベースにしている。マテリアルハンドリ
ング機として，クレーン式に対して以下の特長を持つ。

①�サイクルタイムが短い。
②�ワイヤロープが無いため，旋回停止時の荷振れが

なく，操作が容易である。
③強風時の荷振れもない。
④�リフマグ等のアタッチメントの角度を操作できる

ため，荷の船倉内隅への押し込み作業が可能であ
る等，底さらいが容易である。

これらより，短いサイクルタイムで効率的な荷役作
業が可能である。

（2）大きな作業範囲
マテリアルハンドリング機用に開発したロングブー

ムとロングアームにより，最大作業半径（アームポイ
ント）20.04 m，最大作業深さ（アームポイント）8.25 m，
最大作業高さ（アームポイント）20.97 m の作業範囲
を確保した。積載量 5,000 t 級の船舶までの積み下ろ
しが可能である。

（3）ハイポスト，リフトキャブで好視界
キャブはハイポスト上の高い位置にあり，かつ油圧

シリンダ伸縮の平行リンク式で，上，前方にスライド

表─ 1　フォークリフトの分類

図─ 1　TL1100-3 の作業範囲図（単位：mm）
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でき好視界が得られる。写真─ 2 にハイポストキャ
ブを示す。

ハイポストの高さは，船舶の大きさ，岸壁の規格，
その他顧客の要望等を考慮して最適な高さを決定す
る。

リフトキャブは，油圧シリンダ平行リンク式を採用
した。運転席のスイッチで上，前方に移動でき，船倉
手前側を見ることができる。また，視界性の向上と共
に周辺の安全にも役立つ。図─ 2 にリフトキャブの
可動範囲を示す。

写真─ 2　ハイポストとリフトキャブ

図─ 2　キャブ可動範囲図

さらに作業中の視界を広げるためにキャブ内足元の
フロア面にガラス窓を設けた（図─ 3）。座ったまま
の姿勢で真下の船内作業を確認できる。

（4）安定性に優れた大型足回り
下部走行体は，最大吊上荷重 100 t 級のクローラク

レーンの足回りを採用した。クローラクレーンは足回
りは大型のため安定性がよくなると共に，使用してい
るフラットシューが港湾岸壁の路面保護となる。岸壁
によってはフラットシューの上にゴムパットを装着
し，路面の保護に努める場合もある。

（5）オペレータ，作業者の安全性に配慮
キャブが高い所に位置することから随所に手すり，階

段，梯子，通路を設け，オペレータや作業者が楽に，よ
り安全に移動やメンテナンスができるように配慮した。

運転上の安全面では，ブーム，アーム，キャブの油
圧シリンダにシリンダロック機構を採用した。油圧シ
リンダホースの損傷などで万一，油圧低下が起こった
場合でも油圧シリンダがロックされ，急降下を防止す
る。キャブが上昇中の時でも速やかにキャブを降下さ
せ，手すりつきのステップ，梯子を介して地上に降り
ることが可能である。

（6）メンテナンス性の向上
港湾の荷役作業は昼夜を問わない稼動など過酷な条

件が強いられる。従って，整備作業は厳しい制約の中
で行うことが多く，メンテナンス性は重要な要件であ
る。TL1100-3 は，油圧ショベル ZX850-3 の優れた整
備性をベースに以下を採用し，メンテナンス性の向上
を図った。

①メンテナンスデッキ
②上部旋回体サイドウォーク
③メンテナンス通路
④フロント部への自動給脂装置
⑤オイルクーラの並列配置
⑥開閉式エアコンコンデンサ

（7）様々な扱い物，作業に合わせたアタッチメント
扱い物の種類により，「リフティングマグネット」「グ

ラップルバケット」「木材グラップル」「クラムシェル
バケット」等のアタッチメントを用意した。

また，各アタッチメントの交換作業を短時間かつ簡
単にできるアーム先端に装着するクイックヒッチをオ
プションとして準備した。

図─ 3　フロア面のガラス窓
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4．おわりに

港湾物流作業は時代の流れと共に劇的に変化した産
業の一つである。その中でもとりわけ荷役設備に対す
る要求は「より早く」「より効率的に」「より安全に」 
が常に求められている。しかも，その用途・仕様は港
湾毎に様々である。今後もグローバル化が急激に進む
中，荷役作業は益々増加し，その効率化・簡素化が大
きく求められていくものと考える。これまで以上に顧
客志向の考え方に徹し，お客様に満足していただける
製品を提供していきたいと考える。また，環境負荷の

低減は今後ますます重要となる。電動化等の開発によ
り，より環境負荷低減に貢献していきたいと考える。

�
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1．積算の体系
　 ・大都市補正地区の拡大
　 ・施工箇所が点在する工事の積算方法
2．橋種別
　1）鋼橋編
　 ・損料改定による複合損料全面改訂
　 ・FRP検査路歩掛，鋼製排水溝設置新規掲載
　 　ほか
　2）PC橋編
　 ・トラス梁特殊支保工　歩掛の追加　ほか
　3）橋梁架設用仮設備機械等損料算定表
　 ・損料全面改訂

改訂
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